
阿智村教育委員会 平成 29年 1月定例会会議録 

 

○ 会議日時 平成 29年 1月 19日(木)  午後 1時 30分 

 

○ 会議場所  保健センター会議室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：塚田紀昭 

委員：熊谷紀夫  委員：原彰彦  委員：熊谷歩 

       【事務局】 

総務係長兼務学校教育係長：征矢佐賀美（全体進行）  

保育園長：長谷川恵一 学校教育専門主事：山本博宣 

       公民館兼社会教育係長：石原哲成 

〈欠席者 子育て支援室長：今村雅 学校給食係長：佐藤卓郎〉 

 

１ 教育長あいさつ 

（１）訪日教育旅行団と阿智中学校の交流について 

    長野県観光部の要請により、1 月 24 日に中国重慶学生団の生徒 34 名が

来校する。２年生との交流会の後、授業見学、給食交流を予定している。 

 （２）個人損害賠償保険の周知について 

     学校現場で事故・事件等が発生した際、高額な損害賠償金が生じるケ－

スが増加してきている。ＰＴＡ総会等の折りに保護者に対して個人損害賠

償保険について周知を図る必要がある。 

 （３）清内路小学校保護者懇談会について 

     1 月 18 日午後 7 時 30 分より清内路小学校教職員と保護者（14 名）の懇

談会があり教育長が出席した。 

 （４）「小中一貫校の総合的研究」アンケートについて 

     和光大学山本由美教授から村内小中学校へのアンケート依頼があった。

１月の村内校長会において協力を要請する。 

 

２ 協議事項（司会 代表教育委員） 

（１）阿智村保育の実施に関する条例の一部改正について 

   ・保育園入所選考に係る保育の実施基準の一部改正（児童の保護者の夜間就

労、教育施設・職業訓練校への在学、児童虐待の事実、等）を審議、承認。 

   ・３月村議会に上程予定。 

（２）学校教育活動における保護者負担の軽減について 

①学校行事（バス利用）の経費状況 

・アンケ－ト調査からは学校間、学級規模による著しい差異はみられない。 

・村福祉バス利用や旅行行程・内容の精選等、各校の創意工夫がみられる。 



②教材の再利用状況 

・各学校ともに教材の再利用に努めている姿勢がみられる。 

・個別の教材では学校によって購入価格に相違がみられる。 

③今後の対応について 

①について 

ア 村福祉バスのさらなる有効利用を推進すること。 

イ 業者バス利用の場合は、競争入札を徹底しバスの車種や行程等、 

経費節減に努めること。 

ウ バス旅行実施前に旅行の趣旨・行程・内容、費用等について綿密な

説明の機会を設け、保護者の理解を得ること。 

エ ２月の総務常任委員会前に保護者の代表と懇談の場を設けて意見

を聴取すること。 

 ②について 

ア 各小中学校は入学時において在籍６年間もしくは３年間に必要な教

材の品目と費用、再利用の可否を明示した資料を保護者に提示し、出

費の見通しを持てるようにすること。また、各年度においても、同様

に各学年の年間明細を提示すること。 

イ 教材の購入にあたっては必要性と使用頻度を適正に判断し、教材の

節減に努めること。 

ウ 各学校はＰＴＡと協力・連携して、保護者間で教材再利用の情報交

換や教材交換の機会を増加させるように努めること。 

④ ③については１月の校長会に資料を示し意見を聴取する。 

（３）外部指導者の謝礼金について 

   ・外部指導者の活用状況（阿智中学校） 

28 年度：女子バレーボール部１名 

    29 年度：女子バレーボール部１名・サッカー部１名（予定） 

   ・謝礼金の金額は、制度自体が本年度導入したばかりであり、３年程度は同

一金額に固定し状況をみることで了解。 

（４）「学力向上交付金」の改称について 

  ・教科学力の充実を中心に据えつつ、児童生徒の意欲を喚起する発展的な活

動（例：音楽活動→アンサンブル大会参加、体育活動→陸上大会出場）も

意義を評価して支援対象とする。 

・交付金の趣旨、活動対象を各学校に明確に提示する。 

・改称は行わず、名称は従前どおり「学力向上支援交付金」とする。 

（５）全国学力・学習状況調査個票データ等の公表・貸与について 

・個人情報データの漏えいや保護等を考慮して検討。 

・①パブリックユースデータ、②匿名データの公表は承認。 

③個票データの貸与については不承認。 

 （６）平成 29 年度事業計画（案）について 



・学校教育係 

・保育園係 

・公民館・社会教育係 

 予算査定前のため 29 年度事業計画書（案）をもとに概略を説明。 

 （７）教育文化協議会について 

・28 年度は新委員６名を加えた 19 名で組織する。 

・委員の互選により会長、会長代理を選出する。 

 

３ 報告・連絡事項 

（１）各係からの報告 

   ・入学資金貸与制度について 

    広報あち「お知らせ版」１月号に掲載。 

（２）２月定例教委の開催予定について 

  ・2 月 16 日（木）午後 1 時 30 分  

（３）その他 

 

（閉会 午後 4 時 30 分） 

 


